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意
見
書
提
出

発
委
第
３
号

�

賛
成
多
数
で
可
決

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状

況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実

を
求
め
る
意
見
書
（
抜
粋
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

は
、
変
異
株
の
猛
威
も
加
わ
り
、
わ
が

国
の
各
方
面
に
甚
大
な
経
済
的
・
社
会

的
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
国
民
生
活

へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
中
で
、

地
方
財
政
は
、
来
年
度
に
お
い
て
も
巨

額
の
財
源
不
足
が
避
け
ら
れ
な
い
厳
し

い
状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

　
地
方
自
治
体
に
お
い
て
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
も
と
よ

り
、
地
方
創
生
、
雇
用
対
策
、
防
災
・

減
災
対
策
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素
社

会
の
実
現
と
と
も
に
、
財
政
需
要
の
増

嵩
が
見
込
ま
れ
る
社
会
保
障
等
へ
の
対

応
に
迫
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に
は
、

地
方
税
財
源
の
充
実
が
不
可
欠
で
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
令
和
４

年
度
地
方
財
政
対
策
お
よ
び
地
方
税
制

改
正
に
向
け
、
強
く
要
望
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
99
条
の
規
定

に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
。

�

令
和
３
年
８
月
27
日

提
出
者

　
　
久
山
町
議
会
運
営
委
員
会

�

委
員
長　
阿
部　
哲

○
猪
野
ダ
ム
周
回
道
路
法
面
工
事�

�

１
９
６
０
万
円

　
猪
野
ダ
ム
周
回
道
路
の
法
面
が
、
崩
落
の
危
険
性

が
あ
る
た
め
法
面
の

補
修
工
事
を
行
う
も

の
。

　
延
長
：
17・８
ｍ

　
面
積
：
２
２
３
㎡

○
久
原
小
学
校
フ
ェ
ン
ス
改
良
工
事�

�

７
９
８
万
円

　
久
原
小
学
校
外
周
の
フ
ェ
ン
ス
の
一
部
が
腐
食
等

に
よ
り
劣
化
し
て
い

る
た
め
取
り
替
え
を

行
う
も
の
。

　
延
長
：
２
０
５
ｍ

　
高
さ
：
１
～
３
ｍ

９
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算

久山町議会で決まったこと
議
案
番
号

議　　案　　名

採
決
結
果

山ヤ
マ

野ノ

久ヒ
サ

生オ

清キ
ヨ

永ナ
ガ

義ヨ
シ

弘ヒ
ロ

有ア
リ

田タ

行ユ
キ

彦ヒ
コ

佐サ

伯エ
キ

勝カ
ツ

宣ノ
ブ

松マ
ツ

本モ
ト

世セ
イ

頭ト
ウ

本ホ
ン  

田ダ    

光ヒ
カ
ル

阿ア  

部べ　

 

哲ア
キ
ラ

只タ
ダ

松マ
ツ

秀ヒ
デ

喜キ

久ク

芳バ

正マ
サ

司シ

阿ア

部ベ

文フ
ミ

俊ト
シ

９

月

定

例

会

43 久山町表彰条例に基づく功労者の表彰 承認 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

議
長
に
表
決
権
は
あ
り
ま
せ
ん

44 久山町職員定数条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

45 久山町手数料徴収条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

46 令和２年度久山町一般会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ● ○ ● ○ ○ ○

47 令和２年度久山町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

48 令和２年度久山町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○

49 令和２年度久山町草場地区再開発事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

50 令和２年度久山町水道事業会計決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

51 令和２年度久山町公共下水道事業会計決算認定 認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

52 令和３年度久山町一般会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

53 令和３年度久山町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

54 令和３年度久山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

55 令和３年度久山町水道事業会計補正予算（第１号）可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

報告 佐伯勝宣議員に対する懲罰の件（委員会報告書、１日間の出席停止） 可決 ○ ○ ○ 除斥 ○ ● ○ ○ ○

発委３ コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財
源の充実を求める意見書 可決 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

令和３年９月定例会�議決結果一覧表　［○：賛成　●：反対］

●
９
月
定
例
会
会
期
11
日
間

８
月
17
日
〜
８
月
27
日

今
回
の
議
案

町
長
提
案
・・・・・・・・・・  

13
件

委
員
会
提
案
・・・・・・・  

１
件

猪野ダム周回道路の
法面崩壊箇所

腐食が目立つ
久原小学校フェンス
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令
和
２
年
度
決
算
審
査
報
告

　
審
査
は
令
和
３
年
６
月
21
日
か
ら

７
月
27
日
に
か
け
て
実
施
し
、
審
査

に
付
さ
れ
た
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算

書
、
同
事
項
別
明
細
書
、
実
質
収
支

に
関
す
る
調
書
お
よ
び
財
産
に
関
す

る
調
書
は
、
関
係
法
令
に
準
拠
し
て

作
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
計
数
は
、

関
係
諸
帳
簿
そ
の
他
証
書
類
と
照
合

し
た
結
果
、
誤
り
の
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
た
。
ま
た
、
予
算
の
執
行
お

よ
び
関
連
す
る
事
務
の
処
理
は
、
適

正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら

れ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
下
記
項
目
に
つ

い
て
は
、
十
分
検
討
の
う
え
適
切
な

措
置
ま
た
は
改
善
を
図
ら
れ
た
い
。

審
査
の
結
果

監
査
委
員
の
意
見

町
有
財
産
の
管
理
お
よ
び

�

計
画
的
な
処
分
に
つ
い
て

　
普
通
財
産
と
し
て
所
有
し
て
い
る
土
地

に
つ
い
て
、
売
却
が
可
能
な
資
産
と
不
可

能
な
資
産
が
あ
る
が
、
管
理
に
は
相
当
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
売
却
が
可
能

な
上
久
原
土
地
区
画
整
理
事
業
で
換
地
さ

れ
た
土
地
、
久
山
町
土
地
開
発
公
社
か
ら

代
物
弁
済
を
受
け
た
土
地
、
旧
山
田
・
久

原
幼
稚
園
跡
地
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
処

分
計
画
を
立
て
、
処
分
を
行
う
べ
き
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
課
題
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

塩
漬
け
地
と
な
ら
な
い
よ
う
に
早
急
な
検

討
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
利
用
さ
れ
な
い
土
地
が
そ
の
ま
ま
放
置

さ
れ
る
こ
と
は
資
金
の
有
効
活
用
の
観
点

か
ら
も
好
ま
し
い
状
態
と
は
言
え
ず
、
速

や
か
な
処
分
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

税
等
の
収
入
未
済
額
に
つ
い
て

　
町
税
、
国
民
健
康
保
険
税
に
お
い
て
の

徴
収
率
は
、
固
定
資
産
税
の
支
払
い
猶
予

分
を
除
け
ば
、
職
員
の
努
力
に
よ
り
郡
内

で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り
、
自
主
財
源
の

確
保
お
よ
び
税
の
公
平
性
の
担
保
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
固

定
資
産
税
の
支
払
い
猶
予
が
行
わ
れ
て
い

る
分
に
つ
い
て
は
、
延
滞
と
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
注
視
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
な
お
、
未
納
者
に
は
そ
れ
ぞ
れ
未
納
と

な
る
理
由
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
そ
の

原
因
分
析
を
行
い
、
個
々
適
切
な
対
応
を

す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

基
金
積
立
に
つ
い
て

　
財
政
調
整
基
金
は
取
り
崩
さ
ず
に
済
み
、

残
高
は
約
８
億
３
６
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

今
後
も
計
画
的
に
財
政
調
整
基
金
積
立
を

行
う
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

　
教
育
施
設
を
含
め
た
公
共
施
設
は
老
朽

化
が
進
ん
で
お
り
、
大
規
模
改
修
が
想
定

さ
れ
る
。
ま
た
、
現
在
進
行
中
の
総
合
運

動
公
園
、
首
羅
山
遺
跡
等
の
維
持
管
理
費

も
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
住
民
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
利
用
で
き

る
た
め
に
も
、
修
繕
積
立
金
に
相
当
す
る

新
た
な
基
金
の
積
み
立
て
が
必
要
と
考
え

る
。

企
業
関
係
の
公
共
下
水
道
へ
の�

�

加
入
の
促
進
に
つ
い
て

　
下
水
道
事
業
は
、
企
業
会
計
の
導
入
か

ら
２
年
を
経
過
し
、
独
立
採
算
を
基
本
と

し
て
い
る
。
工
場
団
地
内
の
企
業
の
ほ
と

ん
ど
は
未
加
入
の
状
況
で
あ
る
。
加
入
へ

向
け
て
の
問
題
点
を
早
急
に
整
理
し
、
加

入
促
進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

工
事
請
負
金
額
の
増
額
変
更
に
つ
い
て

　
工
事
入
札
後
に
お
け
る
工
事
請
負
金
額

の
増
額
変
更
件
数
は
、
直
近
３
年
間
を
見
て

も
減
少
し
て
い
な
い
。
増
額
の
常
態
化
は
、

入
札
の
意
義
を
問
わ
れ
、
請
負
業
者
に
も
良

い
影
響
を
与
え
な
い
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で

あ
る
。
仕
様
書
に
不
備
が
な
い
よ
う
に
、
設

計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
と
の
綿
密
な
打
ち

合
わ
せ
、
他
部
署
と
の
調
整
等
を
実
施
し
、

現
場
状
況
を
踏
ま
え
た
仕
様
書
を
作
成
し

た
上
で
、
工
事
発
注
を
行
い
、
増
額
変
更
の

件
数
を
減
ら
す
よ
う
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。
ま
た
増
額
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
含
め
て
そ
の
原
因
の

究
明
を
お
願
い
し
た
い
。

防
災
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

　
最
近
の
異
常
気
象
、大
型
化
す
る
台
風
等
、

い
つ
ど
こ
で
災
害
が
起
き
て
も
お
か
し
く
な

い
状
況
で
あ
る
。
そ
の
状
況
下
、
防
災
無
線

の
設
置
は
完
了
し
た
が
、
当
設
備
を
使
っ
た

防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
、
そ
れ
に
準
拠
し

た
各
行
政
区
ご
と
の
防
災
訓
練
は
い
ま
だ
に

行
わ
れ
て
い
な
い
。
町
・
行
政
区
・
隣
組
が

一
体
と
な
っ
た
訓
練
が
必
要
と
考
え
る
。
マ

ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
実
地
で
の
訓
練
を
実
施

し
、
不
備
な
部
分
の
手
直
し
等
が
繰
り
返
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
に
周
知
さ
れ
、
実

際
の
災
害
で
本
当
に
役
立
つ
も
の
と
な
る
。

防
災
訓
練
の
早
急
な
実
施
が
望
ま
れ
る
。

國
くに

﨑
さき

　英
ひで

機
き

監査委員

只
ただ

松
まつ

　秀
ひで

喜
き
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一般会計決算
（賛成７・反対２）

令和３年度へ繰越
３億4050万円

令和２年度決算を認定

令和２年度久山町各会計決算
会　計　名 歳　　入 歳　　出

一 般 会 計 62億7696万円 59億3646万円
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 8億8216万円 8億6357万円
後期高齢者医療特別会計 1億5773万円 1億5256万円
草場地区再開発事業特別会計 2億6579万円 2億3205万円

公営企業会計決算
収　　入 支　　出

水 道
事 業

収 益 的 2億7398万円 2億��909万円
資 本 的 5451万円 1億5616万円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額１億 165 万円は、当年度分消費税および地
方消費税資本的収支調整額 464 万円、当年度損益勘定留保資金 9157 万円および建設
改良積立金 544万円で補填した。

収　　入 支　　出
下 水 道
事 業

収 益 的 4億5242万円 4億1362万円
資 本 的 1億6313万円 3億6421万円

資本的収入額が資本的支出額に不足する額２億 108 万円は、当年度分消費税および地
方消費税資本的収支調整額 1316万円、過年度損益勘定留保資金 3027万円および当年
度分損益勘定留保資金１億 5765万円で補填した。

財政健全化判断比率　財政健全化法における実質公債費比率および将来負担比率
早期健全化基準 令和元年度 令和2年度 増減

実 質 公 債 費 比 率 25.0% 12.9% 12.3% －0.6%
将 来 負 担 比 率 350.0% 57.3% 52.6% －4.7%

※実質公債費比率とは、一般会計の公債費および公債費に準ずる額の大きさを町の財政規模に対する割合で表したもの。
※将来負担比率とは、町が将来負担しなければならない負債の大きさを町の財政規模に対する割合で表したもの。
※早期健全化基準とは、この基準を超えた団体が、自主的かつ計画的な改善努力による財政健全化計画を策定しなければならない基準。

基金・借入金
令和2年度末一般会計積立基金残高
財 政 調 整 基 金 8億3594万円
減 債 基 金 2億1996万円
そ の 他 基 金 1億7787万円
合　　　　　 計 12億3377万円

令和2年度末借入金残高
一 般 会 計 46億5677万円
水 道 事 業 会 計 9億 711万円
公共下水道事業会計 26億7698万円

歳入
62億7696万円

歳出
59億3646万円

＊金額は決算書の数値による

町民のみなさま
からの税金
21億8654万円

総務・税務・戸籍・選挙
などのお金
19億6218万円

福祉のお金
11億8138万円

地方交付税
5億3579万円

国からもらうお金
15億5711万円

借入金
4億1676万円

県からもらうお金
3億1104万円

道路・橋・公園整備
等のお金　
5億4404万円

学校教育・生涯学習等の
お金
6億7989万円

住民健診・
ごみ処理等のお金
5億767万円

借金返済のお金
4億4299万円

農業や林業のお金
2億3722万円

その他　6464万円

繰越金　1億6491万円
財産収入　7692万円

地方消費税交付金等交付金
2億9655万円

基金を取り崩したお金
1億1831万円

議会のお金
7938万円
商工業や観光のお金
3454万円
消防や防災のお金
2億253万円

分担金及び負担金　3498万円
使用料及び手数料　1億763万円

寄附金　2億7670万円
その他　1億4271万円

地方譲与税　5101万円

＊金額は決算書の数値による
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令和２年度
～こんなことをしました～

令和２年度
～こんなことをしました～

久 山中学校特別教室棟改修工事

草 場地区再開発第３期造成工事

赤 坂工業団地１号線舗装打
替工事 草 場池堤体改修工事

山町総合運動公園スポーツゾーン整備
第７期・第８期工事

久

羅山遺跡サイン設置等工事
首

4781
万円

3928
万円

1億2162
万円5128

万円

801
万円

2億132
万円



佐
伯
勝
宣
議
員
に
対
す
る
懲
罰

懲
罰
特
別
委
員
会　

委
員
長　

只
松 

秀
喜

　
佐
伯
勝
宣
議
員
が
、
令
和
３
年
第
３
回
６
月

定
例
会
の
自
身
の
一
般
質
問
の
際
に
、
不
適
切

発
言
が
あ
り
、
言
葉
の
削
除
と
謝
罪
の
動
議
が

提
出
さ
れ
、
議
決
を
経
て
削
除
は
さ
れ
た
も
の

の
、
謝
罪
に
応
じ
な
か
っ
た
た
め
懲
罰
動
議
に

よ
っ
て
、
懲
罰
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
懲
罰
特
別
委
員
会
で
の
審
査
結
果
が
最
終
本

会
議
に
お
い
て
も
議
決
さ
れ
、
懲
罰
処
分
と
し

て
下
さ
れ
た
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
を
議

長
に
命
じ
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
陳
謝
文

の
朗
読
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、
議
会
の
議
決
を

軽
ん
じ
た
行
為
で
、
議
会
の
秩
序
を
乱
し
、
議

会
の
品
位
を
著
し
く
貶お

と
しめ

る
行
為
で
あ
る
と
し

て
懲
罰
動
議
が
提
出
さ
れ
た
。

　

新
た
に
設
置
さ
れ
た
懲
罰
特
別
委
員
会
で

は
、
会
期
中
の
審
査
が
困
難
な
状
況
で
あ
り
、

ま
た
慎
重
に
審
査
を
行
う
た
め
継
続
審
査
の
議

決
を
と
り
、
閉
会
中
に
審
査
を
実
施
し
た
。

　
ま
ず
委
員
会
で
は
、
佐
伯
勝
宣
議
員
か
ら
の

弁
明
を
聞
い
た
上
で
審
査
を
行
う
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
の
判
断
か
ら
、
佐
伯
勝
宣
議
員
に
出

席
を
求
め
、
弁
明
を
聞
く
こ
と
と
し
た
。

　
佐
伯
勝
宣
議
員
は
そ
の
弁
明
の
冒
頭
で
３
点

の
疑
問
点
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。

　
１
点
目
が
、
懲
罰
に
至
る
ま
で
の
経
緯
が
分

か
る
音
声
デ
ー
タ
が
あ
る
か
に
つ
い
て
。

　
２
点
目
が
、
懲
罰
の
手
順
に
問
題
が
な
か
っ

た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
。

　

３
点
目
が
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝

の
処
分
を
科
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
判
断
の
中

で
、
今
回
の
発
言
以
外
の
事
実
が
含
ま
れ
て
の

判
断
に
な
っ
て
い
な
い
か
に
つ
い
て
で
あ
っ
た

が
、
い
ず
れ
も
自
身
が
法
的
措
置
に
出
た
場
合

に
必
要
な
こ
と
で
あ
る
か
ら
と
の
理
由
で
質
問

を
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
そ
の
後
、
４
点
の
項
目
を
挙
げ
て
弁
明
を

行
っ
た
。

　
１
点
目
は
、
自
身
が
疑
問
が
あ
る
と
し
て
長

年
に
わ
た
り
質
問
し
て
き
た
補
助
金
目
的
外
使

用
に
つ
い
て
の
持
論
を
展
開
し
、
不
適
切
発
言

の
検
証
の
前
に
目
的
外
使
用
に
つ
い
て
調
査
す

べ
き
と
主
張
。
さ
ら
に
は
、
議
会
の
議
決
で
不

適
切
と
し
て
削
除
さ
れ
た
言
葉
に
つ
い
て
、
い

ま
だ
に
ど
こ
が
無
礼
で
、
品
位
を
損
ね
る
の
か

懲
罰
特
別
委
員
会
か
ら
の
説
明
が
な
い
と
も
主

張
。

　
２
点
目
は
、
懲
罰
特
別
委
員
会
が
慎
重
な
審

査
を
尽
く
す
た
め
継
続
審
査
に
し
た
こ
と
に
つ

い
て
、
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
手
続
き
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
議
会
の
会
期
主
義
に
反
す

る
な
ど
と
主
張
し
、
さ
ら
に
は
継
続
審
査
と
し

た
理
由
が
具
体
的
で
は
な
い
と
も
主
張
し
た
。

　
３
点
目
は
、
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
と

は
、
久
山
町
議
会
会
議
規
則
第
１
１
２
条
の
規

定
に
基
づ
き
委
員
会
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
陳

謝
文
を
朗
読
す
る
こ
と
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の

陳
謝
文
は
議
会
で
議
決
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
陳
謝
文
の
内
容
が
自
分
の
意

思
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
し
、
ま
た
謝
罪
は
強
要
さ

れ
る
も
の
で
は
な
い
な
ど
と
主
張
し
た
。

　
４
点
目
は
、
今
回
の
懲
罰
に
対
し
て
の
一
連

の
手
続
き
が
、
法
令
上
正
し
い
か
ど
う
か
議
会

事
務
局
に
尋
ね
た
い
と
話
し
、
弁
明
す
べ
き
状

況
に
お
い
て
反
対
に
本
人
か
ら
質
問
を
す
る
な

ど
し
た
。

　
懲
罰
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
こ
の
弁
明
を

受
け
た
上
で
、
引
き
続
き
委
員
会
審
査
を
行
っ

た
結
果
、
今
回
の
一
連
の
行
動
は
、
久
山
町
議

会
会
議
規
則
第
１
０
２
条
「
議
員
は
議
会
の
品

位
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
の
規
定

に
反
す
る
も
の
で
、
会
議
に
お
け
る
秩
序
の
維

持
を
大
き
く
損
な
う
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ

る
を
得
な
い
。

　
さ
ら
に
、
佐
伯
勝
宣
議
員
は
、
平
成
31
年
３

月
に
「
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告
」、
令
和

３
年
６
月
に
「
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝
」

の
懲
罰
を
受
け
て
い
る
が
、反
省
の
色
も
な
く
、

議
会
の
議
決
を
理
解
し
て
い
な
い
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
佐
伯
勝
宣
議
員
に
対
し

議
会
の
秩
序
と
品
位
保
持
の
観
点
か
ら
懲
罰
を

科
す
べ
き
と
の
意
見
が
懲
罰
特
別
委
員
会
に
お

い
て
大
半
を
占
め
た
た
め
、
懲
罰
特
別
委
員
会

と
し
て
は
、
懲
罰
を
科
す
べ
き
も
の
と
認
め
、

懲
罰
処
分
の
種
類
を
一
定
期
間
の
出
席
停
止
と

し
、
期
間
は
久
山
町
議
会
会
議
規
則
第
１
１
３

条
の
規
定
に
基
づ
き
１
日
間
と
す
る
と
の
結
論

に
達
し
た
。

　
こ
の
委
員
会
審
査
報
告
書
に
よ
る
採
決
の
結

果
、
報
告
の
と
お
り
可
決
さ
れ
、
議
長
か
ら
の

１
日
間
の
出
席
停
止
の
宣
告
を
受
け
、
退
場
を

命
じ
ら
れ
、
そ
の
日
１
日
の
本
会
議
お
よ
び
委

員
会
へ
の
出
席
が
停
止
さ
れ
た
。
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今
回
、
前
も
っ
て
事
務
局
の
方
か
ら
弁
明
し

ま
す
か
と
い
う
ふ
う
に
、
問
い
合
わ
せ
と
い
い

ま
す
か
、
確
認
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ

の
と
き
は
、
ど
う
い
う
議
論
が
あ
っ
て
る
か
。

そ
し
て
、
ど
う
い
う
処
分
が
出
る
か
全
く
教
え

ら
れ
な
い
と
い
う
状
況
で
し
た
ん
で
、
そ
れ
に
、

と
ん
ち
ん
か
ん
な
内
容
に
な
っ
て
い
な
い
か
、

そ
れ
が
ち
ょ
っ
と
心
配
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
、
私
は
退
席
を
求
め
ら
れ
ま
し
て
外

に
出
て
お
り
ま
し
た
が
、
話
、
若
干
聞
か
し
て

い
た
だ
く
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
、
そ
ぐ
わ
な
い

な
と
い
う
部
分
は
省
こ
う
か
な
と
い
う
ふ
う
に

思
っ
と
っ
た
ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
ふ
う
な
状

況
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
や
は
り
こ
れ
は
、
前

も
っ
て
ど
う
い
っ
た
進
行
に
な
っ
て
る
か
、
そ

れ
を
や
は
り
、
こ
の
懲
罰
を
受
け
る
側
、
処
分

を
聞
く
側
、
も
う
少
し
教
え
て
い
た
だ
け
た
ら

あ
り
が
た
い
な
と
い
う
部
分
が
あ
り
ま
す
。
で

す
か
ら
、
ち
ょ
っ
と
そ
れ
に
基
づ
い
て
ま
た
読

み
な
が
ら
修
正
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

う
い
う
こ
と
で
、
い
ざ
こ
れ
は
会
議
録
載
せ
る

段
階
に
な
っ
た
ら
と
ん
ち
ん
か
ん
な
内
容
に
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
う
い
っ
た
点
も
ま
た
ご

考
慮
い
た
だ
き
た
い
。
今
後
に
つ
な
げ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
で
は
弁
明
に
入
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
ま
だ

１
点
ご
ざ
い
ま
す
。
今
回
の
決
定
に
対
し
、
不

当
で
あ
る
と
申
し
上
げ
ま
す
。
議
会
懲
罰
委
員

会
の
今
回
の
処
分
は
、
い
わ
ゆ
る
裁
量
権
の
逸

脱
、
権
限
を
超
え
た
決
定
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
し
て
ま
ず
気
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
申
し

ま
す
。
懲
罰
の
処
分
を
出
す
に
至
っ
た
そ
の
事

実
確
認
の
説
明
、
そ
の
議
場
で
の
処
分
へ
の
意

思
過
程
の
説
明
が
明
確
で
は
な
い
の
で
は
。
町

民
に
分
か
り
づ
ら
い
も
の
に
な
っ
て
い
な
い
で

佐
伯
勝
宣
議
員
の
弁
明
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し
ょ
う
か
。
私
が
６
月
４
日
の
一
般
質
問
で
、
不

適
切
な
言
葉
を
使
っ
た
の
で
、
議
会
側
か
ら
は

動
議
が
出
さ
れ
、
懲
罰
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

今
回
懲
罰
に
至
っ
た
。
具
体
的
に
不
適
切
な
言

葉
っ
て
何
で
し
ょ
う
か
。
ま
ず
、
今
こ
の
場
所
は

オ
ー
プ
ン
な
本
会
議
場
で
ご
ざ
い
ま
す
。
発
言

は
会
議
録
に
も
残
り
ま
す
。
し
か
し
、
で
き
上

が
っ
て
お
り
ま
す
会
議
録
に
は
、
特
に
、
一
旦
処

分
が
出
さ
れ
た
６
月
10
日
、
最
終
日
の
も
の
で

す
が
、
実
際
の
描
写
が
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
せ

ん
。
会
議
録
に
残
る
か
ら
こ
そ
、
明
確
に
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
は
。
ほ
か
の

自
治
体
で
は
果
た
し
て
、
こ
の
よ
う
な
形
で
進

め
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
発
言
が
な
ぜ

不
適
切
と
い
う
も
の
な
の
か
。
当
人
に
謝
罪
を

求
め
る
根
拠
は
何
か
。
そ
れ
を
検
証
し
、
明
ら

か
に
す
る
の
が
議
会
の
役
割
で
あ
る
は
ず
で
す
。

６
月
10
日
、
先
の
議
会
の
最
終
日
、
懲
罰
委
員

会
の
提
案
理
由
、
審
査
報
告
の
内
容
か
ら
、
知

る
権
利
が
あ
る
町
民
は
事
情
を
理
解
で
き
る
で

し
ょ
う
か
。

　

で
は
、
弁
明
に
入
り
ま
す
。
今
回
の
懲
罰
。

わ
ざ
わ
ざ
決
定
を
延
長
し
て
継
続
審
査
と
し
た

こ
と
。
こ
れ
は
後
で
禍
根
を
残
す
の
で
は
な
い

か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
ま
ず
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
６
月
４
日
、
私

佐
伯
の
一
般
質
問
。
補
助
金
目
的
外
使
用
に
つ

い
て
の
中
で
、
久
山
の
目
的
外
使
用
が
、
相
手

側
、
国
交
省
か
ら
残
念
な
が
ら
詐
欺
行
為
と
捉

え
ら
れ
て
い
る
は
ず
。
そ
う
い
う
よ
う
な
発
言

を
し
た
。
そ
の
中
の
詐
欺
行
為
と
い
う
言
葉
が

焦
点
と
な
っ
た
。
不
適
切
で
あ
る
と
い
う
ご
指

摘
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
６
月
10
日
、
議
会

最
終
日
で
は
、
こ
の
懲
罰
委
員
会
の
審
査
報
告

か
ら
は
、
果
た
し
て
大
所
高
所
か
ら
検
証
し
て
、

導
き
出
さ
れ
た
結
果
な
の
か
。
議
会
の
特
性
を

存
分
に
生
か
し
た
調
査
を
し
た
、
そ
う
い
う
形

跡
が
、
会
議
録
か
ら
は
伝
わ
っ
て
ま
い
り
ま
せ

ん
。
ま
ず
は
、
発
言
の
発
端
。
平
成
26
年
、
久

山
町
が
国
交
省
の
補
助
金
を
目
的
外
に
使
っ
て
、

会
計
検
査
院
か
ら
指
摘
を
受
け
た
。
そ
れ
で
、

１
９
８
４
万
円
と
い
う
極
め
て
高
額
な
補
助
金

を
返
還
し
な
け
れ
ば
い
け
な
く
な
っ
た
。
こ
れ

は
紛
れ
も
な
い
補
助
金
適
正
化
法
違
反
で
す
。

本
当
に
不
適
切
な
言
葉
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
を

議
会
が
検
証
す
る
こ
と
が
必
要
で
し
ょ
う
。
今

回
、
問
題
と
さ
れ
た
私
の
発
言
。
私
は
そ
の
発

言
の
際
、
ち
ょ
う
ど
、
こ
の
専
門
書
を
手
に
と
っ

て
町
長
に
論
じ
て
お
り
ま
し
た
。「
Ｑ
＆
Ａ
補
助

金
等
適
正
化
法
」
門
馬
圭
一
編
で
す
。
こ
の
本
の

２
０
２
ペ
ー
ジ
、
適
正
化
法
第
29
条
関
係
の
項

目
の
下
段
を
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み
ま
す
。
補
助
金

等
は
国
全
体
の
利
益
に
合
致
す
る
と
い
う
見
地

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
目
的

に
反
し
て
交
付
さ
れ
、
ま
た
は
使
用
さ
れ
る
と

い
う
こ
と
は
、
た
と
え
行
為
者
自
身
の
私
腹
を

肥
や
す
た
め
で
は
な
く
、
そ
の
属
す
る
公
私
の

団
体
の
た
め
に
な
さ
れ
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
国

家
の
財
産
を
侵
害
す
る
反
社
会
的
行
為
で
あ
り
、

通
常
の
詐
欺
、
そ
の
他
の
犯
罪
に
相
当
す
る
反

社
会
性
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
、
極
め
て

非
難
に
値
す
る
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
、
法
令
に
違
反
し
た
場
合
の
罰
則
規
定

に
関
係
し
て
述
べ
て
い
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

久
山
町
の
補
助
金
目
的
外
使
用
１
９
８
４
万
円

分
を
目
的
外
に
使
っ
て
、
そ
れ
を
国
に
返
し
な

さ
い
と
言
わ
れ
、
実
際
に
お
金
を
返
し
た
事
実
。

こ
れ
は
そ
う
い
う
類
い
。
通
常
の
詐
欺
そ
の
他

の
犯
罪
に
相
当
し
、
極
め
て
非
難
さ
れ
る
行
為

だ
と
分
か
る
は
ず
で
す
。
私
は
、
こ
の
本
を
か

ざ
し
て
、
そ
れ
を
言
い
た
か
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま

す
。
刑
事
罰
は
受
け
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
そ

の
可
能
性
を
払
拭
で
き
な
い
、
排
除
で
き
な
い
、

そ
れ
が
久
山
町
の
目
的
外
使
用
の
１
９
８
４
万

円
、
国
に
返
し
た
事
実
は
そ
れ
を
意
味
す
る
と

い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
こ
の
６

年
半
以
上
、
全
く
そ
の
実
態
が
検
証
さ
れ
て
い

な
い
。
重
複
し
ま
す
が
本
来
、
こ
う
い
っ
た
も

の
が
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
す
。

私
へ
の
懲
罰
は
そ
の
動
き
と
は
真
逆
の
動
き
に

な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。
議
会
が
私
の
発

言
を
そ
う
い
っ
た
適
正
化
法
の
見
地
に
立
た
ず
、

今
回
結
論
処
分
を
出
し
た
こ
と
は
非
常
に
残
念

な
こ
と
、
遺
憾
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
ず
、
先
の
陳
謝
の
処
分
。
私
が
懲
罰
委
員

会
の
用
意
し
た
陳
謝
文
を
読
み
上
げ
る
こ
と
を

拒
否
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
問
題
で
あ
る
と
い
う

こ
と
が
、
６
月
10
日
、
二
重
懲
罰
の
形
で
私
に

動
議
が
出
さ
れ
、
継
続
審
査
と
さ
れ
て
、
今
日

の
処
分
を
迎
え
た
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ま

ず
、
補
助
金
目
的
外
使
用
の
実
態
。
こ
れ
を
解

明
す
る
こ
と
が
、
議
会
人
で
あ
る
私
佐
伯
勝
宣
、

議
員
で
あ
る
私
佐
伯
勝
宣
の
役
割
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
私
の
発
言
は
言
い

過
ぎ
で
は
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
解
明
も
せ

ず
、
検
証
も
さ
れ
て
い
な
い
こ
の
問
題
。
私
が

謝
罪
す
る
、
陳
謝
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
末

転
倒
で
あ
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。
久
山
町
の
補

助
金
目
的
外
使
用
、
こ
の
１
日
も
早
い
実
態
解

明
が
、
議
会
の
手
で
成
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
た

い
と
存
じ
ま
す
。

　
ま
た
、
来
る
９
月
７
日
告
示
、
９
月
12
日
投

票
の
久
山
町
議
会
議
員
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、

議
席
が
改
選
さ
れ
た
暁
に
は
、
議
会
が
少
数
意

見
で
も
大
切
に
さ
れ
る
、
民
主
的
で
町
民
に
見

え
る
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
議
会
運
営
の
実
現
を
目

指
し
て
い
け
る
よ
う
な
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
願

い
ま
し
て
、
今
回
、
私
、
佐
伯
勝
宣
の
弁
明
と

い
た
し
た
い
。
そ
し
て
改
め
て
、
今
回
の
処
分

は
不
当
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
以
上
で
す
。

※ 

懲
罰
の
種
類
は
、
地
方
自
治
法
第

１
３
５
条
第
１
項
に
よ
っ
て
次
の

４
種
類
に
法
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
公
開
の
議
場
に
お
け
る
戒
告

②
公
開
の
議
場
に
お
け
る
陳
謝

③�

一
定
期

注
１間

の
出
席
停
止

④　
除
名

　
①
か
ら
④
ま
で
で
、
数
字
が
大
き
く

な
る
ほ
ど
重
い
処
分
と
な
り
ま
す
。

注１ �

久
山
町
で
は
久
山
町
議
会
会
議
規

則
に
よ
り
、
２
日
を
超
え
ら
れ
な

い
規
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
発
言
内
容
を
正
確
に
お
伝
え
す
る
た

め
、
不
適
切
と
し
て
削
除
、
取
り
消
さ
れ

た
表
現
を
あ
え
て
使
用
し
て
い
ま
す
。

�

本
田　
光　

�

議
員

　
懲
罰
特
別
委
員
会
只
松
秀
喜
委
員
長

が
報
告
で
述
べ
た
、
①
懲
罰
を
科
す
べ

き
も
の
と
認
め
る
。
②
一
定
期
間
の
出

席
停
止
（
本
日
１
日
間
の
出
席
停
止
）

③
理
由
等
々
が
述
べ
ら
れ
た
が
、
久
山

町
議
選
・
改
選
が
目
前
と
な
っ
て
お
り
、

（
議
長
よ
り
厳
重
注
意
）
と
す
べ
き
で

あ
る
。

佐
伯
勝
宣
議
員
に
対
す
る
懲
罰

の
件
に
対
す
る
反
対
討
論



佐
さ

伯
えき

　勝
かつ

宣
のぶ

  議員

❶�補助金目的外使用と「久山道の駅事業」（観光
交流センター事業）について

❷交通安全対策について

久
く

芳
ば

　正
まさ

司
し

 議員

❶�県道35号筑紫野古賀線の久山町役場入口交差点
に隣接している町有地の管理について

❷Ｊ－クレジットについて

　９月議会定例会の一般質問は、町議会議員選挙のため議員名と通告文のみ掲載いたします。
一般質問の詳しい内容（会議録）は久山町民図書館、町のホームページでご覧いただけます。
なお、会議録の製本、ホームページ掲載には１カ月半程度かかります。

一般質問　8月18日　質問議員3名

とびかう論戦！
町民のみなさまの生活にかかわる大切な内容について、議員が町に対して質問を行います。

❶�ワクチン接種と新型コロナウイルス感染防止対
策・公衆衛生（生活習慣病対策含む等）の充実を

❷�ごみ問題と久山町指定ごみ袋料金の引き下げに
ついて

❸�子どもの医療費中学校卒業まで完全無料化に本
ほん

田
だ

　光
ひかる

  議員
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今
期
に
お
い
て
、
総
務
文
教
常
任
委
員
会
で

は
、
０
～
５
歳
児
の
子
育
て
支
援
、
久
山
町
の

公
共
施
設
の
状
況
、
久
山
町
の
防
災
対
策
の
三

つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
所
管
事
務
調
査
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　
０
～
５
歳
児
の
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、

本
町
の
自
然
環
境
や
社
会
環
境
の
良
さ
を
継
続

し
、
親
御
様
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
政
策

を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
す
。

　
今
後
、
上
久
原
地
区
や
草
場
地
区
の
住
宅
開

発
が
進
み
、
保
育
園
の
需
要
が
高
ま
る
こ
と
が

懸
念
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
待
機
児
童
が
発
生
し

な
い
よ
う
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
久
山
町
の
公
共
施
設
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

各
行
政
区
の
公
民
館
、
集
会
所
施
設
は
、
住
民

の
皆
さ
ま
が
地
域
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ
る

施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
し
て
も
利

用
さ
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば
、
定
期
的
な
改
修

工
事
を
行
い
、
安
心
し
て
利
用
で
き
る
状
態
を

維
持
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、改
修
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
集
会
所
施
設
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
避

難
所
と
し
て
も
適
し
た
施
設
と
な
る
こ
と
を
念

頭
に
置
き
、
実
施
す
べ
き
で
す
。

　
久
山
町
の
防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
令
和
元

年
５
月
に
防
災
を
テ
ー
マ
に
愛
媛
県
大お
お

洲ず

市

三み
よ
し善
地
区
を
視
察
し
ま
し
た
。
こ
の
地
区
は「
平

成
30
年
７
月
豪
雨
」
の
際
、
避
難
所
の
三み
よ
し善
公

民
館
も
床
下
浸
水
が
起
こ
り
始
め
た
が
、
区
長

の
指
示
の
も
と
避
難
者
65
名
を
高
台
の
変
電
所

へ
移
動
し
、
一
人
の
犠
牲
者
も
出
し
て
い
ま
せ

ん
。
区
長
に
よ
る
と
、
日
頃
の
訓
練
が
功
を
奏

し
、
先
に
先
に
行
動
し
た
お
か
げ
だ
と
の
こ
と

で
、
訓
練
の
必
要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
各
行
政
区
の
指
定
避
難
所
は
、
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
の
蓄
積
が
な
く
、
区
長
を
は
じ
め
行
政
区
の

役
員
が
苦
慮
し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
の
が
実

情
で
す
。
現
在
の
課
題
を
町
も
行
政
区
も
そ
れ

ぞ
れ
が
把
握
し
、
解
決
す
る
た
め
に
も
、
町
と

行
政
区
が
連
携
し
て
防
災
訓
練
を
行
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。
何
と
し
て
も
住
民
の
皆
さ
ま
の
生

命
を
守
る
と
い
う
強
い
使
命
感
の
下
、
真し
ん

摯し

に

取
り
組
む
べ
き
で
す
。

　
今
後
と
も
町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
委
員
長�

只
松
秀
喜
）

総務文教常任委員会
行政の総合管理を担当
総務課、税務課、健康課、福祉課、町民生活課、教育委員会、
選挙管理委員会、監査委員
委員長  只松秀喜　副委員長  久芳正司
委　員  松本世頭、佐伯勝宣、阿部文俊

　
今
期
に
お
い
て
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

は
、
次
の
六
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
所
管
事
務

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
①
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
②
林
業
活

性
化
（
久
山
の
木
の
活
用
・
有
害
鳥
獣
対
策
等
）

に
つ
い
て
③
総
合
運
動
公
園
事
業
に
つ
い
て
④

農
業
政
策
に
つ
い
て
⑤
オ
リ
ー
ブ
事
業
に
つ
い

て
⑥
長
浦
地
区
の
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
で

し
た
。

　
①
公
共
交
通
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
イ
コ

バ
ス
が
概
ね
定
着
し
て
き
て
お
り
、
ま
た
先
進

地
視
察
で
京
都
府
京き
ょ
う
た
ん
ご

丹
後
市
の
公
共
交
通
空
白

地
域
に
対
す
る
取
り
組
み
を
視
察
し
た
結
果
、

本
町
に
お
い
て
の
今
後
の
課
題
は
、
交
通
弱
者

や
公
共
交
通
空
白
地
域
へ
の
対
応
に
な
る
こ
と

か
ら
、
今
後
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
し
ま
し
た
。

　
②
林
業
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
先
進
地
視
察

で
京
都
府
京き
ょ
う
た
ん
ば

丹
波
町
の
林
業
活
性
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
、
本
町
が
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で

き
る
事
業
等
が
な
い
か
視
察
い
た
し
ま
し
た
。

視
察
お
よ
び
調
査
の
結
果
、
木
材
価
格
の
低
迷

を
補
完
し
、
町
木
材
を
活
用
し
や
す
い
よ
う
町

か
ら
の
補
助
金
の
上
乗
せ
の
検
討
や
国
、
県
の

補
助
金
を
効
果
的
に
活
用
す
べ
き
と
要
望
し
ま

し
た
。
有
害
鳥
獣
駆
除
に
つ
い
て
は
、
実
績
も

上
が
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
は
住
環
境
へ
の
影

響
に
つ
い
て
も
対
策
を
講
じ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
③
総
合
運
動
公
園
事
業
に
つ
い
て
は
、
事
業

認
可
期
間
内
に
交
付
金
を
積
極
的
に
活
用
し
、

町
民
へ
の
開
放
を
視
野
に
事
業
を
実
施
し
て
い

く
よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　
④
農
業
政
策
に
つ
い
て
は
、
農
業
振
興
に
資

す
る
よ
う
議
会
か
ら
意
見
書
を
提
出
し
た
観
光

交
流
セ
ン
タ
ー
計
画
跡
地
の
利
活
用
が
進
ん
で

い
な
い
た
め
、
農
業
関
係
者
と
も
十
分
協
議
し
、

進
め
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
⑤
オ
リ
ー
ブ
事
業
に
つ
い
て
は
、
鹿
児
島
県

日ひ

置お
き

市
、
熊
本
県
天あ
ま

草く
さ

市
に
お
い
て
オ
リ
ー
ブ

栽
培
の
先
進
的
な
取
り
組
み
を
視
察
し
ま
し

た
。
本
町
に
お
い
て
は
、
事
業
を
縮
小
し
て
草

場
の
オ
リ
ー
ブ
園
の
み
で
の
栽
培
と
な
っ
た

が
、
健
康
の
町
ひ
さ
や
ま
の
オ
リ
ー
ブ
と
し
て
、

管
理
に
十
分
注
意
し
、
50
年
、
１
０
０
年
樹
と

な
る
よ
う
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
⑥
長
浦
地
区
の
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

は
、
基
本
方
針
の
確
認
が
で
き
た
程
度
で
、
今

後
は
執
行
部
の
方
針
等
確
認
し
つ
つ
協
議
を
進

め
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

　
改
選
後
の
産
業
建
設
常
任
委
員
会
の
議
員
の

方
々
の
更
な
る
ご
活
躍
を
願
い
、
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

�

（
委
員
長�

阿
部
哲
）

産業建設常任委員会
町政の総合企画振興・開発および建設を担当
都市整備課、産業振興課、経営デザイン課、上下水道課、農業委員会

委員長  阿部哲　副委員長  清永義弘
委　員  本田光、有田行彦、山野久生

— ４ 年 間 を 振 り 返 っ て —
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　平成 29 年（2017 年）９月から４年間、議会の使命である「具体的政策の最終決定」「行財
政運営の批判と監視」を選ばれた 10 名の議員が町民の負託を受け、住民全体の福祉向上と町の
活力ある発展に切磋琢磨し、無事任期満了を迎えることができました。
　あらためて、町民の皆さま方には温かいご指導とご協力を賜りましたことを、深く感謝申し上
げまして退任のあいさつといたします。

　議長　阿部　文俊
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５
月
11
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
を
ヘ
ル

ス
Ｃ
＆
Ｃ
セ
ン
タ
ー
で
初
め
て
行
い
、
こ
れ
ま
で
38
回
の
集
団

接
種
を
行
い
約
３
０
０
０
人
（
５
９
５
６
回
）
の
方
に
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
行
い
ま
し
た
。
町
内
開
業
医
で
接
種
さ
れ
た
方
約

２
５
０
０
人
、
合
わ
せ
て
約
５
５
０
０
人
の
方
が
２
回
目
の
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
終
え
て
い
ま
す
（
接
種
率
：
65
歳
以
上
94
％
、

12
歳
～
64
歳
52
％
［
９
月
21
日
現
在
］）。
大
き
な
混
乱
も
な
く
、

近
隣
市
町
の
中
で
、
早
い
ペ
ー
ス
で
接
種
が
進
ん
で
い
る
の
は
、

町
内
開
業
医
の
先
生
方
の
ご
尽
力
と
町
民
の
皆
さ
ま
の
健
康
に

対
す
る
意
識
の
高
さ
の
表
れ
だ
と
思
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
健
診
が
始
ま
っ
て
60
年
目
を

迎
え
ま
す
。
町
と
開
業
医
と
九
州
大
学
が
連
携
し
て
住
民
の
健

康
管
理
を
行
う
「
ひ
さ
や
ま
方
式
」
が
で
き
て
い
た
こ
と
も
迅

速
か
つ
整
然
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
た
要
因
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
こ
れ
か
ら
も
九
州
大
学
久
山
町
研
究
室
は
、
町
民
の
皆
さ
ま

の
健
康
づ
く
り
に
邁ま

い
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

九州大学大学院医学研究院
衛生・公衆衛生学分野

二
にのみや

宮 利
とし

治
はる

教授

か 

　
け 

　
橋

表
紙
に
関
連
し
た
皆
さ
ま
に
町
へ
の
想
い
を
語
っ
て
い
た
だ
く
コ
ー
ナ
ー
で
す
。


